
「学校における業務改善」

効果が期待される取組
◇ 「１Ａｃｔｉｏｎ １Ｔｒｙ」の共有と意識化
◇ 日課表における「教材研究」の時間の設定

実施前の課題 実施後の成果

・ これまで一週間の中で、 ○ 放課後に「教材研究」の
定時退庁日を設けていたが、 時間を設定することで、そ
放課後の時間を効果的に活 の前の諸会議を計画的に実施
用することができていなか することや、放課後の時間を
った。 有効活用することができた。

・ 正規の勤務時間を超える 〇 毎月、職員会議後に月例
勤務について、月45時間以 の衛生委員会を設け、勤務
内、年間360時間以内にする 時間について課題を共有し、
意識が職員によって差があ 課題解決に向けて全職員で
った。 (名刺サイズのカード) 取り組む意識が高まった。

◇ 「１Ａｃｔｉｏｎ １Ｔｒｙ」の共有と意識化
「学校における業務改善アクションプラン」に基づく「１Ａｃｔｉｏｎ」を全職員で

共有し、一人一人の「１Ｔｒｙ」を（令和２年度 私の業務改善）として、名刺サイズ
のカードにそれぞれ記入し、ネームケースの後ろや見やすいところに入れて、業務改善
の意識化を図るようにした。

◇ 日課表の見直し
前年度、日課表の見直しの中で、

勤務時間内に授業準備等の「教材
研究」の時間を設定することがで
きないか協議を重ねた。本年度か
ら放課後に１日20分の「教材研究」
の時間を設け、週20分×５日間＝
100分、１月400分(６時間40分)の
時間を確保することができた。
（【日課表】参照）

◇ 月１回の衛生委員会の実施
本年度から職員会議の後半に月例の衛生委員会を設けた。そのことで、当該月の出退

時刻の状況を全職員で確認でき、課題解決に向けて前向きな意見が出るようになった。
限られた時間の中で、「いかに効率的に業務を進めることができるか」、教育の質の維持
・向上を図るため、今後、「何を工夫・改善していけばよいか」を検討している。

今後の課題，計画
○ 初任校研修３年目までの職員が４人いる。その職員の時間確保と支援が必要である。
○ 日課表の見直しを図りながら、「教材研究」の時間を充実させることが課題である。
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